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京田辺市の歴史的建造物調査
山本浩生

１.　調査概要

　建築史研究室では京田辺市史編さん事業の一環で、市内に残る歴史的建造物 ( 寺社建築・民

家 ) の調査を実施している。本調査は、京田辺市内にある歴史的建造物の様相を把握し、特色

を明らかにすることを目的としている。本調査は、全体の実情を知るための悉皆調査（一次調

査）と、一次調査にを経て詳細に調査すべきと判断した建造物の実測等を行う調査（二次調査）

からなる。

２.　調査対象・調査日・調査参加者

一次調査　薪地区 ( 平成 30年 10月 23日・30日 )

二次調査　長泉寺 ( 平成 30年４月 18日 ) ／正光寺・大徳寺 ( ８月 20日 )

　　　　　咋岡神社 ( ８月 21日 ) ／飯岡地区旧茶工場 (11 月 28 日 )

調査参加者　岸泰子 ( 京都府立大学教員 )

　　　　　　小泉朋大・鈴木萌枝・藤澤愛・山本浩生 ( 建築史ゼミ 3回生 )

３.　調査の内容

一次調査では、京田辺市の薪地区を中心に踏査し、寺社建造物ならびに民家（歴史的建造物）

の分布状況を確認し、同時にその特徴などを記録した。

二次調査では、学生は対象となる建造物の野帳 ( 平面図・配置図 ) を作成し、教員は調査票

を作成した。このとき、建立年代や建築的特性の調査だけでなく、部屋の使い方などに関する

聞き取り調査や建築関係史料 ( 棟札や古文書 ) の確認なども行った。

写真１　大徳寺本堂 写真２　飯岡地区旧茶工場
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第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府内）

和束町域における文化的景観調査
竹内祥一朗

１.　はじめに

　宇治茶の一大産地である和束町域においては、その茶畑の景観が平成 20年（2008）に京

都府景観資産第一号に登録されるなど、以前から調査や価値づけがなされてきた。そこで、本

年度は、既往の調査成果を見直すとともに、現地調査を実施した。

２.　調査の概要

　本年度 10月 31日に、現地調査を実施した。調査参加者は、上杉和央、小川大地、伊藤美梨子、

奥谷慎也の４名である。和束町域のうち、撰原、原山、湯船、釜塚の４集落の茶畑および集落

景観を重点的に踏査した。その際、茶畑や茶工場、民家、寺社、石造物などの文化的景観の構

成要素となりうる文化遺産に着目し、その位置と状況を地図と写真によって記録した。

　また、和束町域の文化的景観については、本学科による歴史・文化財に関する調査や、本学

科上杉和央研究室による地域の生活・生業に関する調査、京都府立大学大場修研究室による民

家建築に関する調査、京都大学山口敬太研究室による文化的景観を構成する要素に関する調査

などがすでに実施されている。今回、こうした先行研究をとりまとめ、気候や地質、地形など

の自然的な側面や、人口や行政区分などの要素といったこれまであまり取り上げられていな

かった資料・データを集約し、さらに歴史史料に関する残存調査についても実施した。

　次年度以降、国の重要文化的景観選定に向けた本格的な調査が開始されるという。今回の調

査がその役に立てば幸いである。

写真 1　小盆地に形成された文化的景観　　

　　　  （2018 年 10 月 31 日奥谷慎也撮影）

写真２　本願神社境内の祠　　　　　　 　

　　　　（2018 年 10 月 31 日奥谷慎也撮影）




